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　「東京湾貧酸素水塊予測システム」も運用しています。水産総合研究センターのホームページから
ご覧ください。携帯電話はhttp://www.awa.or.jp/home/cbsuishi/cbmobile.htmlからどうぞ

貧酸素水塊速報
（2006年）

　週末に吹いていた強い北よりの風のため，貧酸素水塊は内湾北部に移動し，分布範囲も狭くなって
います。

　北部は赤潮気味で，主なプランクトンは珪藻のニッチア（Nitzschia pungens），コスキノディス
カス（Coscinodiscus  sp.），タラシオシーラ（Thalassiosira  sp.）でした。
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